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エイズの発症は防げます
　HIV感染症の医療は飛躍的に進歩しています。今のところ、HIVを体から完全にとり
除くことのできる治療法はありません。しかし、検査で早期にHIV感染を知り、適切な
治療を続けていけば、エイズの発症を防ぎ、感染していない人と同じくらい長く、健康
的な社会生活を送れるようになっています。HIV感染症は死の病ではありません1,2)。

　HIVに感染しても効果的な治療を続けることで、HIVが検出されなくなると、自分
自身がエイズを発症しないだけでなく、他人にHIVを感染させることもなくなること
がわかってきました1,2)。

効果的な治療を続けていれば、
他人へのHIV感染を防ぐことができます

　監 修  　岡 慎一 先生　国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター  名誉センター長

参考文献
1) 公益財団法人エイズ予防財団：HIV/エイズの基礎知識. 2020年10月
2) 厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業 「HIV検査体制の改善と効果的な受検勧奨のための研究」（研究代表者 今村顕史）ウェブサイト：「HIV検査・
相談マップ」（HIV・エイズって何？）

3) 厚生労働省ホームページ: 12月1日は「世界エイズデー」. https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eizu/index.html

12月1日は「世界エイズデー」です
　世界エイズデー（World AIDS Day: 12月1日）は、WHO（世界保健機関）が世界
レベルでのエイズのまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的と
して、1988年に制定しました。毎年12月1日を中心に、世界各国でエイズに関する
啓発活動が行われています。

レッドリボンを知っていますか？
　世界エイズデーキャンペーンをはじめ、ＨＩＶ/エイズに関する運動の世界的な
シンボルです。
　1980年代の終わりごろから、アメリカでエイズが社会的な問題と
なり、演劇や音楽などで活動するニューヨークのアーティストたちに
もエイズが広がり、エイズに倒れて死亡する人が増えていきました。
そうした仲間たちに対する追悼の気持ちとエイズに苦しむ人々への
理解と支援の意思を表すため、「赤いリボン」をシンボルにした運動
が始まりました。
　この運動は世界的に広がり、UNAIDS（国連合同エイズ計画）のシ
ンボルマークにも採用されています。レッドリボンは、あなたがエイズ
に関して偏見をもっていない、エイズとともに生きる人々を差別しな
いというメッセージです3)。

正しい知識で、エイズを予防！　
偏見や差別もなくそう！

U=U（ユーイコールユー）ってなに？

世界エイズデーとレッドリボン

HIV/エイズ予防講座
知ることから始めよう！

治療の進歩編

アンディテクタブル けんしゅつ アントランスミッタブル

こうエイチアイブイやくさよう

U=Uやレッドリボンは
HIV/エイズのキーワードだね

■HIV感染症の治療法について
　治療は、作用の異なる抗HIV薬を2剤以上あわせて飲みます。現在では、1錠の中に
2～3種類の薬の成分が入っていて、1日1回1錠飲めばよいお薬もあります。

　これは、効果的な抗HIV療法を受けて、血液中のHIVの量が検査で
測定できないほどわずかな量となれば、他の人への感染の可能性が
非常に低い状態であることを意味します。「効果的な治療を続けていれば、
HIVは感染しない」。U＝Uは、「予防としての治療」という考え方をさらに
進めた、エイズに関する差別や偏見をなくすためのメッセージです1)。

こうエイチアイブイりょうほう

ユーイコールユー

Undetectable（HIVが検出されない）＝ Untransmittable（感染しない）
 

※U=Uは、HIV以外の他の性感染症（ウイルス性肝炎や梅毒、性器クラミジア感染症、淋菌感染症など）は、防ぐことはできません。
参照; No.2 HIV感染どうやって防ぐ? （P7. ほかの性感染予防にもコンドームが大切） 6
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